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故永田武先生を悼む
星 合 孝 男
よれば,お 苦 しみもな く,
った.先 生は大正2年6月24日,愛知県挙母町(現 豊田
市)で 誕生された.昭 和11年東京帝国大学理学部物理学
科を卒業され,地 震研究所を経て,理 学部地球物理学科
に奉職され,優 れた研究成果を挙げられるとともに,多
くの俊秀の教育,育 成に献身された,こ のご功績は,昭
和49年文化勲章受章が象徴的に物語ってくれている.
先生が我が国南極観測事業の開始から現在に至るまで,
主導的立場に立たれ大 きな貢献 をされたことは広 く知ら
れている,国際地球観測年の一環としての南極観測への
参加は,第二次世界大戦に敗れた我が国にとって,容 易
ならざる事であった,国内の経済的環境の整備は必ず し
も充分とは言い難 く.かつ,戦 争による国際的な括 りの
沸試 し切れない中を,先生は観測への参加実現へ向けて
努力をされた先人の中のお一人であった.
観測が開始されるや,先 生は第1次観測隊長として自
ら陣頭指揮を執 られることとなった.昭和32年1月29日,
昭和基地の建設に成功 し,ここに,今 日の日本南極地域
観測の基礎が据えられたのであった,先生は引き続き第
2次,第3次 の隊長として南極の現地を踏まれることと
なった.第2次 では,厳 しい氷状に阻まれ,越 冬隊を残
すことができなかった.本 観測と意気込んでいた国際地
国立極地研究所初代所長
永田武先生は,か ねてご療
養中のところ,平 成3年6
月3日 午前6時35分永眠 さ
れた.享 年77歳であった.
膵臓癌による呼吸不全との
ことであるが,看 病に当た
っておられた上のお嬢様に
そっと逝かれたとのことであ
球観測年事業への本格的参加の断念を決意された時の,
先生のご無念はいかばかりであったろうか.第3次 隊は,
基地への輸送にヘリコプターを使用することにより越冬
に成功した.以 来,観 測船による基地への接近と.ヘ リ
コプターを用いての輸送との組合せは,日 本隊の夏季行
動の一つの型として今日に及んでいる.
南極の現場に止らず,先 生は国際学術組織を通 じて,
また国内学術行政を通じて.広 い視野と透徹 した洞察力
とをもって,南 極地域における科学研究を指導された.
南極研究科学委員会の副会長として,常 に公平な発言を
通して,国 際協力に儘力 され,学 術会議南極研究連絡委
員長 として,我 が国の行 う広範囲にわたる研究の,隅 か
ら隅に至るまでに細心の目配りをされた,ロ ケット,人
工衛星によるオーロラの観測は申すに及ばず,南 極隅石
の重要性 を察知 された先生は,直 ちに限石探査を日本隊
の主要観測項目とし,ご 自身も率先贋石研究に従事され
た.さ らに,米 国に協力 し限石の共同探査をマクマー ド
地域で行 うなど,国際人としての面目をいかんな く発揮
されたのであった.南極の学術だけでなく,南極条約協
議会議の ミ常連、としての先生のご活躍も忘れることは
できない,南極の平和利用と国益とを,いかに両立され
るかを心に懸けられ,国 策の必要性 を強調されることが
しばしばであった.
先生の南極に対する情熱は,研究面だけでなく,基 地
の維持,管 理,運 営等の,い わゆる設営面にまで及んで
いる.所長ご在任中に2度 の南極視察 を実行 され,過 去
のこ体験をも踏まえて,多 くの提言をされた.現 在進行
中の昭和基地の整備にも,先生のご指摘が考慮されてい
る.
昭和48年9月,極地研究所長に就任 された先生 は,高
い水準の科学研究を行うとともに,恒 久化 された南極観
測実施の中核機関としての機能を合せ持った研究所作 り
を目指された,当 然,そ れは国際的な評価に耐え得るも
のでなくてはならないとされた.昭 和49年,文化勲章を
■ 国立極 地研 究 所発 行 ■ 〒173東 京都板 橋 区加 賀1-9-10tt(03)3962-4711(代表}
1991年6月20日発 行 隔月1回20日 発 行
1
極 地 研 二
受賞された後も,先生の学術研究に対する情熱は,ます
ます熾烈なものとなり,多 くの論文を書かれ,学 問研究
とはかくあるものとの教えを,自 らの手で具体的に示さ
れた.事学問に係る事 となると,先生は護れ彼れの別け
隔てなく実に率直に対応された.自 然の研究には寸分の
解怠をも詐さぬ厳格さと,直撃な態度で臨むべ きことを
示 されたのであった.
科学技術の進歩と,社会環境,自 然環境の激変を目の
前にして,極 地の研究の在 り方 も変ろうとしている.高
い立場に立ち,遠 くを見通 して,し かも,現実的な指針
が今日ほど必要な時は無いであろう.研究所評議員会の
会長として,忌欄のないご叱正をいただきつつある所で
あった.今 はただ,ミもう暫 くは、との甘えを後悔 しつ
つ,先 生のご冥福 を祈 るのみである.
(筆者:国 立極地研究所長)
北方域研究の諸問題
小 島 覚
ここで北方域とはどこを考えたらよいだろうか.地球
を北極点のはるか上空から眺めたとしよう.ユーラシア
大陸,北 米大陸,グ リーンランド,北極島嗅群などが極
点を取り囲んでいる.陸域の植生景観に注 目しよう.極
点を中心としたもっとも内側の部分には荒涼としたツン
ドラが広がっている.こ こがアークティ7クである.そ
の外側には,これ また極点を取 り巻 くようにツンドラと
森林が複雑に錯綜 した景観が発達 している.正確にはツ
ンドラを基質としてその中に針葉樹の団地が点在すると
いった方がよい,こ こがサプアークティックである.南
北の幅は400～600kmもあろうか.北 米大陸ではその発
達が とくに顕著である.南 に向かって針葉樹の団地は密
度を増 してついには融合して森林となる.そ れが北方性
針葉樹林帯　(boreal　forest　zone)　である.南北の幅は約
500～1500km,極点を同心円状に取 り巻 くように分布 し
ている.こ の森林帯の南には,落 葉広葉樹林.ス テ ップ.
森林ステップ.温 帯性針葉樹林などさまざまなバイオー
ムが発達 しているが,こ れらは経線によって分断され東
西にひとつなが りの分布を示さない.す ると極点を中心
に同心円状に分布するバイオームはアークテイック,サ
プアークティック.北方性針葉樹林の三つであるが,こ
れらの地域を北方域と呼んでよいだろう.
北方域 は近年.資 源開発および環境保全の点から大 き
な関心を集めている.北極海沿岸部には化石燃料をはじ
め各種鉱物資源の存在が確認 されている.た とえば北米
大陸の北極圏では約850億バーレルの原油埋蔵が推定 さ
れている.ま た920万km2に及ぶ北方性針葉樹林はいず
れ熱帯雨林の伐採が進んだとき,地球上で残された最後
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のまとまった森林 とななろう.一一方で北方域の生態系は
きわめて脆弱で資源開発にともなう自然破壊,環 境荒廃
が懸念 される.寒 冷な気候と比較的平坦な地勢を反映し
て,北 方域には総面積350万km2にも達する泥炭湿原が
発達 している.最 近,地 球の気候温暖化が心配されてい
るが,そ れが現実に起きたとき温暖化がもっとも著 しく
進むのは北方域であ り,その結果これまで蓄積されてき
た泥炭の分解が急激に進み,北 方域はCO2の吸収源から
発生源へと変るのではないかと懸念されている.
北方域は研究の素材としてきわめて興味あるところで
ある.南極 と違って北極圏では全域に維管束植物が生育
する.こ れらは極限における植物の適応戦略を解明する
ために格好の材料となろう.極地の植物の多 くはクッシ
ョンやロゼ ットを形成する.寒地適応との関連でこれら
生活形,生 育形の機能の再検討 も行われてよいだろう.
北極海沿岸近 くには樹木の分布北限がある.現在このあ
たりの樹木のほとんどは種子を作らず伏条更新で生 きて
いる.こ れ ら樹木は,後氷期の温暖なヒプシサーマル期
に高緯度地方に広 く森林を形成 していたものが,気 候の
寒冷化とともに南下 し,一一部取 り残 され栄養繁殖で幸う
じて生き残っているもの と思われている.花粉分析や樹
木年代学的データと関連 させて北方域における後永期の
樹木動態を探ることにより,今後の気候変動に対する樹
木および森林の変化 を予測することもできよう.ま た北
方域に広 く分布する周極要素種を日本のものと比較する
ことにより,後氷期の種の地理的変異や生理生態的な適
応の過程を解明できよう.北方域にはさまざまな周氷河
現象がみられるが,そ れらと生物の対応関係解明も興味
あるテーマである,さ らに,こ れらさまざまな研究 を有
機的に関連づけるために,シ ステムズ ・アナリシスの手
法を導入し生態系モデル等を構築することも望まれる.
こうしたモデルは地球環境変動に対する北方域の生態系
およびバイオームの変化 を予測するさい有効な手段 とな
ろう.
だが北方域の研究遂行上に幾つかの問題がないわけで
はない.ま ず第一に北方域は領土主権が確立 されており,
いわば"他 人の庭"で 仕事をさせてもらわねばならない
点である.勝手に押 しかけるのではなく,さ まざまなレ
ベルで研究交流や共同研究を推進することが必要であろ
う.科学研究費や学術振興会国際共同研究費,各 種財団
による交付金その他を積極的に利用し,国際共同研究の
機会を努めて作ることであろう.また国際機関等を通じ
ての研究協力も望ましい.近年,地 球環境問題との関連
で北方域が きわめて注 目されているが,そ の点で協力を
求められる場合 もあ り得るだろう.研究情報の収集と交
換,国 内外の研究者のリス トアップおよびネットワーク
作 りなど早急に必要である.第 二に,北方域はいずれも
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研究先進地域であって、私たちにいま何ができるかとい
う点である.北欧.ソ 連,ア メリカ,カ ナダと鐸々たる
研究者を擁する国々であ り.北方域研究に関して日本の
出番はないようにも思われる.だがまった く新たな視点
と発想および独創的.科去で もって研究に取組むことで新
たな展開が図れるのではないだろうか.そ の点.日 本が
これまでに開発蓄積 してきた南極研究での ノウハウや機
材.,最新の技術等は北方域の研究推進のうえで大いに役
立つはずである.第1三の問題点は研究K－の不足である.
従来日本の研究行政はむしろ低緯度地方に力点を置いて
きた.日本の地政学的位置から見てそれはそれなりの説
得性があり,また必要なことでもあろう.だが他方で北
方域研究に関 して即座に対応できる研究態勢の不備を招
く結果ともなっている,今後の課題として北方域に精通
した研究者ことに若手研究者の養成が必要であろう.
(筆者:富 山大学教養部教授,国 立極地研究所客員教
授}
オ ー ロ ラ ・オ ー ス トラ リス に て
－ANAREに 参加 して一
谷 村 篤
1991年1月3日24時,南 極 観 測 船 オー ロ ラ ・オ ー ス ト
ラ リスは ホ バ ー トに あ るマ ッコ ー リ ー岸 壁 を離 れ プ リ ッ
ッ湾 に向 か った.私 は,平 成2年 度 の 交 換 科学 者 と して
オ ー ス トラ リア 南極 観 測 隊(ANARE)に 参加 し,去{F
就 航 した ば か りの この 新 観 測 船 に 乗 るこ とに な っ た,
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モ ー ソ ン基 地 に 停 泊 した オ ー ロ ラ ・オ ー ス トラ リ ス
オ ー ロ ラ ・オ ー ス トラ リスは,1987年に マ ッコ ー リ一
高 近 くで 座 礁 し沈 没 して しま った ネ ラ ・ダ ンの 代 船 と し
て オ ー ス トラ リア で 建 造 され た 最 初 の 砕 氷 船 で あ る.そ
の 建 造 に は1億2400万豪 ドル(約130億|i])の費 用 が 投
じ ら れ た.全 長95m,排 水/1'll:7880ton,10,000馬力 の
オ ー ロ ラ ・ オー ス ト ラ リ ス は,1.2mの 定 着 氷 を
2.5kn〔}tsで連 続 砕 氷 で き る能 ノ」を も つ ア イス ク ラ ス1
ASの 砕 氷 船 で あ る.船 の 大 き さは 前 の 南 極 観 測 船 「ふ
じ」 とほ ぼ 同 じ くら い で あ り.し か もそ の 姿 形 も よ く似
て い る.し か し,日 本 の 南極 観 測船 とは そ の 建 造 の 基 本
方 針 に お い て か な り異 な っ て い る と い え る.勿 論,オ ー
ロ ラ ・オ ー ス トラ リ ス は輸 送 と観 測 を こ な す 多H釣 船 と
して 建造 され た が,そ の.i三'要な任 務 を海 洋 観測1に置 い て
い る こ とで あ る.だ か ら オ ー ロ ラ ・オ ー ス トラ リス は 後
部ヘ リ甲板 の 下 に 広 い トロ ー ル 甲板 を も ち,そ の船 尾 は
大 型 の トロ ー ル ・ネ ッ トの 投 ・揚 網 が で き る よ うな構 造
〔ス リ ップ ウ エ イ)を 持 っ て い る.つ ま り,砕 氷 トロー
ル船 とい うわ け で あ る .船 尾 の トロー ル デ.・キ に い る と,
つ い トロ ー ル船 に 乗 って い る よ うな 気 分 に な る.無 論,
彼 らが こ ん な船 を造 る に は そ れ な りの 理 由 が あ る,そ れ
は 領 土 権 を主 張 す る イ ン ド洋 区の 南極 海 の環 境 と生 物 資
源 の保 護 ・保 全 とい う ウ:場に立 っ た調 査 活動 を支援 す る
た め とい うこ と で あ る.と に か く今 のJAREに は とて
も期 待 で き そ う もな い よ うな とん で もな い船 を オー ス ト
ラ リア は造 って しま った.し か も この 南 極 観 測船 が 民 間
の船 会 社 の 所 有 で あ る と い う こ と を聞 く につ け、 そ こに
南 極 観 測 に 対 す るANAREの 合 理 的 で 柔軟 な 姿 勢 と闊
達 さが 見 え る よ うな 思 い が した.オ ー ロ ラ ・オ ー ス トラ
リス は,　P&O-PolarAustra[la　Pty　Ltd　〔P&OAustralia
と ドイ ツのPolhr　Schiffahrts.　との 合 弁 企 業)と い う民
間 の 船 会 社 に所 属 す る 船 な の で あ る.オ ー ス トラ リア 政
府 は.こ の 船 の 建 造 に 当 た ってP&0-Po]arとIO年間 に
わ た っ て 毎 年180日間 の 用`n契約 を結 ん だ.用 船 料 は 明
ら か に され て い な い が,年 間 お よ そ950万豪 ドル,H本
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円に して約10億円の用船料 をP&O-Polarに支払 ってい
るらしい.と もかく,オ ーロラ ・オース トラリスの就航
に伴 って.　ANAREではこの新南極観測船 とアイス
バー ドの二隻の船によって各基地への隊員 ・物資の輸送
と観測活動を行 うことになった.今夏,二 隻はそれぞれ
南極へ4航 海つつ計8航 海が予定 されており,私はその
6回目の航海で南極へ向かった.
第6航 海の大きな目的はナンキョクオキアミとそれを
捕食する中層性の魚類の資源調査であった.この航海に
はウイリアムズ博士(南 極局:魚 類生物学者)を 団長と
する29名の観測隊員(内 女性4名)が 乗っている.勿論,
大部分が海洋生物学の研究者達である,私 の共同研究者
である南極局のホージーとニコル(い ずれもオキアミ生
物学者)も この航海に参加 している.私達は共同でナン
キョクオキア ミと餌をめ ぐって競合関係にあると予想さ
れる植食性の動物プランクトンの調査を行うことになっ
ている.船 の乗組員は船長以下24名で構成 されすべて
P&0-Pol≡,rの職員である.そ の他,モ ーソン基地に行
く4名 のANAREの 隊員 も私達と一・緒に南極に向かっ
た.
1月19日,オー ロラ ・オース トラリスはモーソン基地
を経由 して,ブ リッツ湾に到着 した.ブ リッツ湾は西に
モーソン基地,東 にデービス基地を抱える大きな湾であ
る.湾 の奥にはアメリー柳水が拡がり,さ らにその先は
ランバー ト氷河に繋がっている.プ リッッ湾での1調査は
およそ40H間にわたって行われた.調 査期間の前半はブ
リッツ湾全域にグリッド状に配置した観測点でのナンキ
ョクオキア ミと中層性の魚類の採集そしてCTDに よる
海洋観測がおこなわれ,後 半は1000m以浅の大陸棚上
での トロールネットによる底生生物の調査が行われた.
この一一連の調査でた くさんの魚類やイカ類,オ キア ミ,
その他様々な動物標本を得ることができたし,また同時
にブリッツ湾における海洋学や生態学に関する多くの知
見も得られた.勿 論,私 達の共同研究の成果 も上げるこ
とができた.こ こでその一つ一つの成果について詳 しく
述べる余裕はないが,ひ とつだけ指摘 しておきたいのは
彼 らは自分達のフィールドであるブリッツ湾について膨
大なデーターを着々と蓄積 しつつあるという事実である.
ブリッツ湾は,夏 季間ほほ完全に湾内から海氷がなく
なって しまう.従 って,基 地への接近は容易であるし,
海洋生物の調査もそれほど困難さを感じない.一一方,私
達のフィール ドと自認 しているリュッォ・ホルム湾域は
これと対照的にその大陸棚は周年海氷に覆われている.
その北側でも海氷が開 くことは滅多にない.だ から確か
にリュッォ・ホルム湾域で海洋観測をおこなうのは難 し
い.そ んなわけで,リ ュツォ・ホルム湾周辺で調査で き
る場所は限 られるため,ブ リッツ湾 と比較 しうるデー
ターはあまりにもすくないというのが実情である.プ リ
ッッ湾と比較に耐え得るデーターを得るために,い ずれ
はリュッォ・ホルム湾域をきちっと調査する必要性 を改
めて痛感 した.
3月2日 プリッッ湾での調査を終え,オーロラ ・オー
ス トラリスはモーソン,デービスの両基地を訪れ,隊 員
を収容 して帰途に就いた.40日間にわたるANAREの
密度の濃い調査活動を目の当た りにして,毎 年高々数点
の停船観測で一一喜一愛するJAREの海洋観測は一体何
なんだろうかと考え込んでしまった.勿論,　JAREの海
洋担当隊員は毎年一点でも多 く観測点を確保しようと精
一・杯努力する.努力 した結果がいつもこうである.5ヵ
月にわたる長い航海でわずか数点の観測は恐ろ しく効率
の悪い調査であると言わざるを得ない.それでも私達は
‡1瓢轄 蠕1課 ㌫:;;:灘鷺,●
と思うのは無いものねだりというものだろうか.要 する
にANAREにで きてJAREにはで きないということな
のであろうか.　JAREがANAREの精神に近づいたと
き,リ ュツォ・ホルム湾は本当の意味で我々のフィール
ドとなるような気がする.と にかく色々考えさせられた
航海であった.
〔筆者1国 立極地研究所寒冷生物学第一・研究部門助手}
零下20度の美術館
～あすか基地のミッドウインター祭～
池 川 雅 哉
1991年,6月.わたしたち32次あすか越冬隊員は,越
冬の折返 し点である ミッドウインター祭を迎えようとし
ていた.各国南極基地や日本国内からの嬉 しい祝電や豪
華な食事のならぶテーブルに着 くと,しみ じみこの祝典
を無事迎えられた事の感慨があらたになる.
あすか基地を先の31次隊から引き継いでから予定 され
ていた光学棟建設 ・風力発電棟立ち上げ ・アイス ドーム
計画などを終了し,オーロラ野外観測のための調査旅行
を経験 した.基 地の自然も,裸でも過ごせるような夏の
白夜期を過 ぎ.太陽が文字通り雪面を転がってロムナエ
スの向こうに隠れ,神 秘的なオーロラの出現を見る秋.
やがて,雪 面をほのかに染めて行 くだけの太陽の気配と
いつまでも続 く暗夜がやってくる.
わたしたちが迎えたミッドウインターは,そんな暗夜
期のまっただなかにあった.8人 で生活するあすか基地
には,交信時に漏れ聞く昭和基地のような派手な祭典は
似合わない.何 か,私 たち自身がこれまでに作 り上げて
きたもの,(それは,目 に見える建造物や基地の維持と
いった具体的なもの以外にもある)を祝い,その記念に
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な る よ うな こ とが した か っ た.
そ こで 思 い つ いた の が 「あす か ア ンデ パ ン ダ ン展」
で あ っ た.観 測 棟 か ら作 業 棟 へ 続 き,そ こ か ら光学 棟へ
とつ なが る雪 洞 を大 幅 に改 造 して,美 術 館 を作 る.そ こ
に,各 隊 員 らが 作 品 を展 示 で きる ス ペ ー スを レ イ ア ウ ト
して 照 明 を工 夫 した.作 品 の搬 入 は 祭 日の 前 夜 まで と し,
.一人 何 点出 品 して もよ く,絵 彫 刻,オ ブ ジ ェ,テ キ ス
タイ ル,詩,そ の ほ か ジ ャ ンル を問 わず.
会 期 が近 づ く と,開 館 を知 らせ る ポ ス ター や,チ ケ ッ
トな どが配 布 され た.告 白,夜 遅 く まで(も っ と も・・日
が 夜 なの で あ った …)思 い 思 い の"ア ト リエ"に 籠 って
作 品 に打 ち込 ん で い る.そ の ほか に も.祭 り の出 し物 や
基 地 内 の 装 飾 を手 が け な が らの 製 作 活 動 で あ っ た.
ミ ッ ド ウ イ ン タ一 票,初 日.大 き な 象 の ポ ス ター
"l
ndependent"　の 前 で シ ャ ンペ ン を抜 い て 乾 杯.も っ
とも零 下20度近 くはあ る だ ろ う館 内 で は.ま もな くす る
とグ ラ ス を さか さ ま に して も シ ャ ンペ ンは落 ち て 来 ず泡
の ま ま凍 って しま っ た よ うで あ る.雪1同 を奥 へ進 む と石
沢 隊 員が 設 計 した照 明 と.人 が 歩 い て 来 た振 動 を 感 知 し
て バ ッハ の ヴ ァ リエ ー シ ョ ン を奏 で る とい う装 蹄 が 設 置
され て い る.
「よ うこ そ.ア ンデ パ ン ダ ン展へ 」
まず,右 手 に 巻 田 隊 長 の 立体 オブ ジ ェ 「七 一 ルロ ン ダー
ネ山 地 立 体模 型 とオ ー ロ ラ」 これ は,実 際 の 等 高 線 を基
に して 紙 粘 土(じ つ は トイ レ ッ トペ ー パ ー と う ど ん粉 を
練 り合 わ せ た もの)で 作 成 した もの で,背 景 には 祐 川 隊
員の 撮 影 した オー ロ ラの ス ラ イ ド写 真 が 映 し出 さ れて い
た.し ば ら く行 くと,通 信 ・伊 藤 隊 員 の 彫 刻"lt's　a
very　srnall　world"が見 え る.雪1同 内部 を さ らに チ ェ ー
ン ソー な ど を用 い て 掘 削 した スペ ー ス に,ブ ル ー.レ ・ノ
ド,グ リ ー ンの 三 色 の照 明 を工 夫 した 円柱 ・壁 な ど.静
讃 をた た え た大 き な雪 の 宮 殿 の如 しで あ る.光 学 棟 へ と
続 く雪 洞 を さ ら に 奥 へ 進 む と,機 械 ・上 遠 野 隊 員 の
'夢"と 題 す る抽 象 画 が あ
った,雪 の キ ャン パ ス に,暖
色 系 の ダ イナ ミッ クな彩 色 が 施 され,さ らに 絵 の 内部 か
らの 光 が モ ノ クロ ー ムの 写 真 を照 ら し出 す.人 の 目の 高
さ まで 考 慮 され た この 作 品 の対 面 に は,座 る た めの ス
ペ ー スが 設 け られ,こ の 中 に 入 って 絵 を鑑 賞 す る よ うに
な って い る.
や が て,や や 奥 ま った.一角 に,宙 空 ・港 屋 隊 員 のつ く
った オブ ジ ェ"聖 杯"が あ る.こ れ は 氷 を用 い て 形作 ら
れた 大 き な杯 中 に 黄 金 色 の 液 体 が た た え られ た もの だ.
1]9.覚を鋭 くす れ ば ,す ぐ これ は ウ イ スキ ーで あ る こ とが
わか る.こ の"聖 杯"が 安 置 され た ス ペ ー スは.暗 緑 色
と黒 ・金 な どの 色 で 飾 られ て お り全 体 的 に オ リエ ン タル
な雰 囲 気 をか も しだ して い た.
その 隣 に は,設 営 主 任 ・石 沢 隊 員 の 作 品 群 が な らぶ."
葛藤""やす らぎ'‥'どん ぐりのせい くらべ""二日酔い
飲料の数々"の4点.前2点 は,組紐を材料に用いた抽
象画であり,このほかにも同じモチーフの作品が基地内
の トイレに掲示されている.3つ 目は,フ ァンを利用し
てボール状の発砲スチロールが透明なケース内で飛び跳
ねるというユーモラスな仕掛けだ.
最後,ふ だん我々が目にする商品ラベルをアレンジし
たポ ップアー トに類するオブジェもある.
美術館の最 も奥には,調 理 ・渡辺隊員の彫 り上げた
"あすかのペ ンギン"の像がある.ほ とんど,隊 員と等
身大の塑像を彫 り上げた.すべて一本の彫刻刀で作成さ
れたペンギンは,嘱 を上げ,ひ っきりなしにしている基
地の上の風の音をいつ までも聴いているようだ.
このほかにも,美術館のなかほどには気象 ・祐川隊員
の現像 した白黒の写真集が雪ブロックのフレームをつけ
て掲示されていて,基 地内の隊nら の表情や旅行に出た
ときの山岳写s'(,・基地周囲の自然などが表現されていた.
こうして美術館を一・巡 し,再び人口に近づ くと私の作品
"リウイウスの補遺"が あった.こ れは,卵 と金の砂時
計を組み合わせたオブジェ.雪がさらさらと,天井の隙
間などから落ちてくるところから連想 して作成 した.
実際,ミ ッドウインターがはじまる頃には準備疲れや
寝不足でさんざんであったが,時 とともに楽 しい祭りを
味わうことができた.今,わ たしたちは越冬後半の観測
やオペレーションにむけて.残 りの暗夜期やふたたび巡
りくる夏を乗り切ろうと,思 いを新たにしている.多 く
の南極越冬の先輩方が激励 してくれるなかに,本 当の越
冬の苦労はこれからであ り冬明けに怪我や事故がなきよ
う,という忠告の意を読みとる.ミ ッドウインターの記
憶が,静 かに私たちのなかに沈澱 し多くの成果と元気な
顔を見せながら帰国で きる日まで,ご きげんよう.
(筆者:第32次あすか観測拠点越冬隊員 ・医療担当〉
第16回南極陽石シンポジウム
上 記 シ ンポ ジ ウ ム は,6月5日(水)か ら7日(金)
の3日 間 当研 究 所6階 講 堂 に お いて 開 催 され た.梅 雨 の
合 間 の 晴 天 に恵 まれ,112名の研 究 者 が 参 加 して 発 表 と
活 発 な 討 論 が 行 わ れ た.海 外 か らは米 国3,メ キ シ コ,
イギ リ ス,フ ラ ン ス,ポ ー ラ ン ド,ス イス,オ ー ス トラ
リ ア.ス リ ラ ン カ の7カ 国 か ら各1名 の10名の 研 究 者 が
参 加 した.発 表 論 文 は78編で,そ の うち 口 頭 に よる発 表
が61編.ポ ス ター セ ッ シ ョ ンが1編,ア ブ ス ト ラク トの
み が16編で あ っ た.
初 日の 午 前 は,陽 石 探査 と,分 類 を中 心 と した 発 表 が
行 われ た.第29次 南 極 地域 観 測 隊 に よ って 採 集 され た あ
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すか一87限石の初期処理の結果が報告され,新 しい損石
に関心が集 まった.大 英博物館のHutchison博」:は,
EUROMETに関す る報 告 を行 った.　EUROMETは
ヨーロッパの附石研究者が,日 本と米国の南極での阻石
探査の成功に刺激 されて.1墳石の探査,管 理,分 類を行
うために作った組織である.昨 シーズンにはイタリアの
基地 をベースにフロンティア||」地周辺でEUROMETと
して初めて陽石探査を行い,260個の除石が採集 された.
そしてこれらの限石は現在英国のオープン大学に於て初
期処理が進め られている.　EUROMETが保有す る南極
隅石 はすでに ドイツ隊により採集されている230個に加
え,こ れで約500個となったことが報告された,
初 日の最後にはパ リ自然史博物館のPelLas博士の,
特別講演が行われた.普 通コンドライ トのうちHコ ン
ドライト母天体に関する講演で,　Pellas博士は形成年代,
露出年代 と岩石タイプとの関係か ら,Hコ ンドライト
の母天体は中心から表層部に向かって岩石タイプが低 く
なる層状構造をしていること.更 に,分析 した全てのH
コン ドライトがこの関係を満足 していることから,地球
に飛来した全てのHコ ンドライ トは同 じ.・つの母天体
に由来すると結論付けている.こ の結論は,最近言われ
ている南極陽石と非南極阻石は異なるという説を否定す
る結果で注目された.
二 日目には.　CI炭素質限石,特 異な阻石 と月限石に
関する3件 のコンソーテ ィアム研究の発表の場として特
別セ ッションが設けられ,10編の発表があった.このな
かであすか一31の形成年代が発表された.こ の月開荷は
いままで報告されていた高地起源の角礫岩とは異なり,
完晶質のはんれい岩でその組織や化学剰[成は月の海の岩
石に似ている.し かしその年代は,39億年と海の岩石よ
り古い年代を示すことが明らかになった.午 後の最後の
セッションでは,　NASAのMckay博士とベルン大学の
Eugster教授の特別講演が行われた.　Mckay博士からは,
将来予想される,月 や,火 星の探査を低コストで行うた
めにNASAで 考えられている,酸 素,水 や,施設の材
料を現地で調達するための新 しい技術の開発について構
想図 を示しながら紹介があった.　Eugster教授は希ガス
の分析結果に年代,岩 石学的研究の成果を加えて考察を
行い,月 の高地起源の阻石は3回 の陽石の衝突によって
月から放出され南極に飛来 したという説 を発表した.
3日目は,同位体化学,希 ガス,物性物理に関する発
表が行われたが,英 語で発表する,研究者が多かった.
最後のセ ッションでは,生命の進化研究の第一人者であ
るメリーラン ド大学のPonnamperuma教授の 「生命の
起源」という壮大なタイ トルの特別講演が行われ,シ ン
ポジウムの幕を閉じた.
氏
所属 ・職
期 間
研究課題
〉外 国 人 研 究 者 の 紹 介 く
名 シ ー リェ ・マ ーチ ィ ン
　 　 (Prof.　Seelye　MARTIN)
外 国 人 来 訪 研 究 員
ワ シ ン トン大 学 海 洋 学 部 ・教 授
平 成3年6月14日 一6月30日
衛 星観 測 に よ る高 緯 度 海域 の研 究
レ来 訪 者 く
平 成3年1月14日 ～1月27日 　 Dr.　CODER,　D.　M.　(米
国 ワシ ン トン大学 海 洋 学部 研 究 員)
1月19日 ～1月25日 　 Dr,　Chin　Sun　Lin　(米国 サ ウ ス
ウ エ ス ト研 究 所 プ ラズ マ物 理 学研 究 課 長)
1月23日 ～1月27日 　 Dr,　NANDAKUMAR,　R.　〔ア ン
ナ マ ラ イ大 学 特 別 研 究 員)
Dr.　BHASKARAN,　K.　(アン ナ マ ラ イ大 学
特 別研 究 員)
1J]28H～2月9日 　 Prof.　ALEXANDER,　V,　(アラ ス
カ 大学 教授,海 洋 学 研 究所 長)
Ms.　WASHBURN,　N.　(アラ スカ 大 学)
2月lH～2月9日 　 Dr.　ALBERT,　T.　(アラ ス カ ノー
ス スロ ー プ 地 区 野 生 生 物 監督 局 主任 研 究 員)
2fl1日 ～2月g日 　 Dr.　KELLY,　B.　P.　(アラ ス カ大
学 海 洋 学 研 究 所研 究 員)
2月1日 ～2月2日 　 Prof.　LORIUS,　C.　(グル ノー ブ
ル 大 学教 授)
2月2日 ～2Jl4日 施 雅 風　(Prof.　Shi　Yafeng　中
国 科 学 院(兼)南 京 大 学教 授)
2月4日 ～2月5U　 Dr.　BRAITHWAIT,　R,　J.　(グ
リー ン ラ ン ド地 質 調 査所 研 究 員)
2月4日 包 澄 瀾 　〔Dr.　Bao　Cheng　Lan　中 国 国 家 海
洋 局 海 洋 環 境 予 報 中 心 セ ンタ ー 副所 長)
2月4日 一2月6日 　 Dr.　BRASSEUR,　G.　(米国 大気 科
学 セ ン タ ー大 気 化 学 部 大 気 モ デ リ ング1課長)
2月4日 一2月6日 頼 明 洲　(Dr.　Lai　Ming　Jou　台
湾 ア ジア 蘇 苔 ・地 衣 類 学 会 会 長)
2月7日 ～2mo日 　 Dr,　THOMAS,　R.　(米国航 空 宇宙
局 海 洋 ・雪 氷 部 長)
2月9日 ～2月13日 　 Dr.　RAYMOND,　J,　(サウ ス ア ラ
バ マ 大 学 助 教 授)
2月15日　 Mr.　STEGER,　W,　(国際 極 地 探 検 隊>
2月26日 ～3月4日 　 Prof.　TRIPP,　R.　(ワシ ン トン 大
学 教 授)
3月27日　 Prof.　AUGSTEIN.　E,　〔ア ル フ レ ッ ドヴ ェ ー
ゲ ナ ー極 地 ・海 洋 研 究 所 教授)
4月3日 ～4月9日 　 Prof.　COWLES,　T,　(オレ ゴ ン州
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立大 学 海 洋 学 部 教 授)
4月16日 ～4月18日 　 Prof.　PELTIER.　D.　(トロ ン ト大
学 物 理 学 部 教 授)
Prof.　MOORE,　K,　(トロ ン ト大 学 物 理 学 部
教 授)
Prof,　GYAKUM,　J.　(マッ クギ ル大 学 気 象 学
部教 授)
Dr.　STEWART,　R.　(大気 環 境 庁 主 任 研 究
官)
Mr.　KING,　P,　(大気 環 境 庁 研 究 官)
4月17日 ～4月21日 林 依 依　 〔Dr.　Cynthia　l-1・
Ling　ケ ンブ リ ッジ 大 学 ス コ ッ ト極 地 研 究
所 研 究員)
4月24日 ～5月1日 　 Prof.　HORITA.　R.　E.　(ヴィ ク ト
リア 大学 教 授,名 古 屋 大 学 太 陽 地 球 環境 研 究● 所 客 員教 授)
5月12日 ～5月18[.lihU呆fR　(Prof.　Wen　Baohua　中
国 青 島海 洋 大 学 教授)
5月14日　 Dr,　SINHA,　S,　B.　(イン ド大 使 館 科 学技 術 担
当 参 事官)
5月14日～5月15日　 Dr.　KAZIMIROVSKY,　E.　S,　(ソ
連 科 学 アカ デ ミー 地 球 磁 気 ・電 離 圏 ・電 波 伝
搬 シベ リア 研 究 所研 究 員)
5月21日 一5月23H　 Prof,　KOEBERE,　C.　(ウィー ン
大 学 地 球 化 学 教 室助 教 授)
6月4日 ～6月14日　 Prof.　ELZINGA、　A.　(エーテ ボ リ
ノこ学 科 学 研 究 理 論 学 部 教 授)
南極資料
研究所出版物
Vo|,34,No.3(Novemberl990,p.263-481)
Vo].35.No.1(Marchl991,p.1-141)
Proceedings　ofthe　NIPR　Symposium
Proceedings　ofthe　NIPR　Symposium　on　Upper
　 Atmosphere　Physics
　 　 No,　3,　108　p.　November　l990
Proceedings　of　the　NIPR　 Sym])os.ium　on　Polar
　 Meteorology　and　Glaciology
No,4,国3p.March1991
Proceedings　ofthe　NIPR　Symposium　on　Antractic
　 (;e〔}sciences
　 　 No.　4,　251　p.　September　l990
Proceedings　ofthe　NIPR　Syrnpos.　ium　on　Antaractic
　 Meteorites
No.3,286p.October1990
No,4、446p.Mnrchl991
昭和基地
観測隊だより
5月極夜期 を前に太陽高度が 日毎に低 くな り,ブ リ
ザー ドが頻繁に来襲 し暖かく風の強い月であった.ブ リ
ザー ドの合間には,短 い昼間を惜 しんで,沿 岸調査,ク
レバスレーダーの実験等野外での各種調査活動が活発に
行われた.
又4月26日出発したみずほ秋期旅行隊は,ド ーム計画
に鑑みブル ドーザー牽引走行試験 と燃料輸送を無事終了
させ,ブ リザー ドに見舞われながらも18日全∫撫 事昭和
基地に帰着 した.
航空機観測関係では,15日の大気化学観測を最後に冬
前のオペレーションを終 ∫し冬期運休体制に入った.
生活面では,オ ーロラやころがる太陽の撮影が盛んに
行われた他,グ リーンフラッシュ,ハ イドロリックジャ
ンプ,蟹気楼の体験が話題になった.
6月に人り,太陽のでない極夜を迎えたが,天 候にも
恵まれ沿岸観測,設 営ともに順調に経過 している,
生活面では,ミ ッドウインタ一票の月を迎え準備等で
活気のある生活をしている,
あすか観測拠点
5月中旬から太陽が昇らな くなるとともに,気 温は一
30℃を下回るHが 多くな り,屋外作業の時間が限 られ
てきた.
全般に良い天候に恵 まれて,各 観測は順調に進み.
オーロラの野外観測も活発に行われた.又,先 月開始 し
たアイス ドームの製作作業も順調に進み22日完成 した.
しかし,相変わらず地吹雪の日が多 く出入口の確保に
奮闘した.
6月に入 り,悪天候の日が続いたが,悪 天候の合間を
ぬって,燃料 ドラムの掘 り出しを行った.
荒天のため基地内の作業が主 となり,雪洞の拡張工事
等行いながら,ミ ッドウインター祭の準備を進め.8人
による工夫を凝 らした ミッドウインターを迎える.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Month[y　Cllmatlc　[)ata　{。r　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp、)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temP.)(℃)
最 低 気 温(Min.temP.)(℃)
、F－掬 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure
,　sea　leveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(nコb)
平 均 相 対 湿 度 〔Mean　re[atlve　humidity)　〔%)
.gF均風 速(MeanwindSl)eed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・mln.mean)　〔m/s)
瞬 間 最 大 風 速　〔Gust)　〔m/s)
平 均 雲 量(Mean　 chlld　cover)　(1/10)
快 晴 日 数 　〔Number　of　clear　days)
昭 和 基 地
〔Syowa;89532)
3月(Mar.)
一6
.5
0.1
一24
,7
982,1
3.1
77.0
6.4
4月(AI)r.)
一11
.1
一4
,0
一28
,5
985.6
L9
65.0
5.7
あす か観 測 拠 点
〔Asuka:89524)
6月(Mar.)
一17
.3
一5
.8
一33
.8
4月 〔Apr.)
一21
.4
一13 .9
一31
,5
867,3
(stati〔》n　preSSur司
11.7
870.9
11.2
27.8(13,NE)24,1(19,ENE)27、9〔25,ESE)25.2(30,SE)
34.9(13、NE)31.1(19、ENE)34.8(25、ESE)31.7(30,SE)
7.8
2
5,7
7
.親
書こ
㌻,
【極地豆事典】
南極の氷も磁気を持つ
?
?
?
、?
?
?
?
?
地球.ヒに存在する水の中で最も汚れの少ない ものは,
南極大陸上の雪 と氷である.人 類の作 るあらゆる水よ
り純粋である.と は言 っても,南 極氷の中には実に
様々な物質が混 じっている.オ ース トラリア大陸の砂
漠から飛ばされてきた粘土粒子だった り,火山灰であ
ったり,花粉だった り,また流星の燃え残 りの2i「:宙塵で
あったりする.氷 自体は氷久磁石のような性質を持た
ないが,火|ll灰や宇宙塵中に磁性粒子が含まれている
ため,弱 いなが ら氷も磁石となっている可能性がある.
南極の氷の磁石を測定する試みは,大 阪大学の河合
直人教授により,1970年当時最 も感度の高い無定位磁
力計を用いて行われた.し か しその氷からは如何なる
磁気 も測定 されなかった.
超電導岩石磁力計なる装置がある.この装置は極め
て弱い磁気で も感知し,ほ とんど全ての物質の磁気 を
感知する,例 えば指紋や髪の毛に付着する磁石のゴ ミ
も検知で きる.超電導岩石磁力計が..一般的に使われる
ようになった]985年,氷から初めて磁気が検出された.
とはバっても余にも弱 く,超電導岩石磁力計の感度 ぎ
りぎりであった,し か し火山灰を含む為わずかに黄色
に変色 している氷からは,は っきりと磁気が測定され
た.し かもその方向は,現 在の地磁気の方向と大きく
ずれていなかった,氷 に含 まれる火山灰IIヒから推測す
ると,こ の磁石の強度は,溶 岩にも匹敵する非常に強
い磁石であることが分かった.
磁性粒子が雪と共に大陸表面に堆積 した段階から,
その粒子には磁石の方向が南北に向くような作用が働
く.そのもっとも顕著な作用は雪が蒸発する時.粒 子
は下層の雪まで落下する.こ の時に地磁気と粒子の磁
気相iTl作用により,方位磁石が南北を指すように,配
列することが考えられる.ま た氷が地表に顔を出した
とき太陽熱により磁性粒r－の周辺の氷が溶かされ,粒
子が南北の方向に向 くことも考えられる,し かし磁性
粒子の氷床内部での挙動は,氷 結晶の変化と氷河流動
のため,現 段階では不明な点が多い.
氷の磁石を測定することによ り,氷を溶かすことな
く火山灰の存在 を知ることができる.火 山灰 を含む氷
は酸性であることが知 られてお り,も し磁石が検知 さ
れ氷が酸性でない時は,宇宙塵が磁石の原因となって
いる目∫能性がある.将 来,彗 星や流れ星と地球との遭
遇の歴史を,南 極の氷の磁石から知ることも可能と考
えている.
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